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 京浜急行電鉄株式会社（本社：横浜市西区，社長：原田 一之，以下 京急電鉄）は，2020 年

12 月 21 日，京急ステーションストア（以下 駅一体化売店）閉店に伴い発生した残存商品を，

神奈川県内でフードバンクやこども食堂等へ無償で分配する活動を実施している特定非営利活

動法人セカンドリーグ神奈川（理事長：島村 聡子，以下 ＮＰＯ法人セカンドリーグ神奈川）

へ寄贈しました。 

これは長らくご愛顧いただいた駅一体化売店全 19 店舗で販売していた商品を廃棄するのでは

なく，寄贈することで沿線地域の皆さまへ感謝をこめるのと同時に，沿線地域の活性化につなげ

る取り組みです。なお，京急電鉄がＮＰＯ法人セカンドリーグ神奈川へ食料品等を寄贈するのは

今回がはじめてです。今回駅一体化売店で販売していた菓子類 125 品，飲料 26 品，雑貨類 38 品

および雑誌類４品を寄贈し，今後ＮＰＯ法人セカンドリーグ神奈川を通じて京急沿線や神奈川

県内の各団体へ引き渡されます。 

 京急電鉄とＮＰＯ法人セカンドリーグ神奈川は神奈川県の「かながわ SDGs パートナー」へ参

画しており，京急沿線や神奈川県内の社会課題解決に向けて，SDGs12 番目の目標でもある「つ

くる責任使う責任」の達成に向けて廃棄物の削減に取り組んでいます。  

 京急電鉄は，「人に，地域に，未来につなぐ。」というＣＳＲスローガンのもとに，今後も沿線

地域との共生を図ってまいります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

当社社員も残存商品の引き渡し作業に

参加しました 

食料品等の提供の流れ 


